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解題
　本稿は、2014 年 3 月 1 日、大阪大学スチューデント・コモンズに開催された研究会「北
欧のフェミニズム現象学」の講演原稿を本学院生の高山佳子さんと浜渦辰二教授が訳した
ものである。リサ・フォークマーソン・シェル氏は現在（2014 年 3 月時点）スウェーデ
ン、リンショーピン大学の認知症研究センターの准教授で、北欧フェミニスト現象学にお
ける中心的研究者のひとりである。専門は、ジェンダー理論、メルロ = ポンティの現象学、
女性の身体性に加えて、近年では認知症や精神疾患、加齢、疼痛などに関する現象学的研
究を展開している。なお、この講演原稿の和訳バージョンを『臨床哲学』に載せることに
関して、シェル氏から快諾して頂いている。
　私がシェル氏と初めて出会ったのは、英国女性哲学者の会（The Society of Women in 
Philosophy in the United Kingdom – SWIP-UK）の年次大会「身体性とアイデンティティ
(Embodiment and Identity)」が私の母校の英国国立ハル大学で開催された2008年5月だっ
た。その頃、私はハル大学の「身体をもつ主観性研究センター（The Centre for Research 
into Embodied Subjectivity）」でポスドク研究員をしており、学会の組織委員会のコアメ
ンバーとして世話役をしていた。シェル氏は発表者ではなかったが、積極的に発表者と対
話を交わしており、目立った存在だった。懇親会で彼女と話す機会があり、お互いの研究
について語った。そこから、メールのやりとりが始まり、シェル氏から刺激を受け続けて
きた。その後、フィンランドのヘルシンキ大学やスウェーデンのウプサラ大学ジェンダー
研究センターで開催された学会やシンポジウムに何度も招いて頂き、学術的な交流を深め
てきた。「いつかシェル氏を日本へお招きしたい」と長い間切望していたこともあり、今
回大阪と東京での彼女の講演会開催を可能にして頂いたことに関して、本学の浜渦辰二教
授と立教大学の河野哲也教授に心から感謝の意を表したい。
　「フェミニスト現象学に何ができるのか？」という大きな問いを掲げて、シェル氏と私
は語り合ってきた。その中で「フェミニスト現象学は女性の為の現象学なのか？」という
疑問もでてきたが、私たちが出した答えはそうではなかった。女性を考えるということは
一体どのようなことなのだろうか。それは、月経、妊娠、出産、閉経などを経験する＜変
容する身体＞について考えることを可能にするということである。フッサールから始まっ
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た従来の現象学では、健康な異性愛者の成人白人男性の身体や一般化された経験を前提と
してきたため、＜変容する身体＞を記述することができなかった。しかし、フェミニスト
現象学は、これまで医学的・生物学的な枠にはめて診断していた妊娠や出産などの女性の
経験を捉え直し、女性が何をどのように経験しているのかという素朴な疑問を解き明かそ
うとしてきた。つまり、フェミニスト現象学を簡単に定義すると、女性の身体や経験の構
造に関する二つの対立した考え方（生物学的・医学的な考え方 VS　社会的・政治的な考
え方）を批判的に考えながら、彼女たち一人ひとりの＜変容する身体＞とその生きている
経験を具体的に記述する学問である。そして、それは、従来の現象学研究の領域を広め、
＜変容する身体＞の経験を知る可能性と新しい展開を試みており、さらに、人間と環境の
関係性について考えやすくしてきた。フェミニスト現象学は、女性がどのようにこの二項
対立型の世界を経験しているのかを記述し、その対立関係にあるものの間の関係を再考し
始めた。
　今回のシェル氏の講演では、フェミニスト現象学を応用し、女性、身体、そして「家（ホー
ム）」との関係について考察した。シェル氏の講演を聞きながら、私はプラトンの「コーラ」
という考え方を連想していた。シェル氏にとって、「家」は常に身体と関係しており、そして、
特に、女性と密接な関係を持っている。だから、「コーラ」という言葉を思い続けたのか
もしれない。「コーラ（「子宮」という意味がある）」は「母親」であると、プラトンは『ティ
マイオス』の中で主張した。そして、「コーラ」は「父親」とも「子ども」とも関係を持
たない方法で、自分の身体内部に新しい命を生成する能力を有し、その中から「人間」は
生まれると考えられている。女性が「ホーム」と密接な関係があるのは、 体内に「コーラ」
を持っているからなのではないだろうか。「コーラ」の中には「胎児」が入っていて、外
界の危険・影響から守られている。つまり、「ホーム」も「コーラ」同様に、私たち人間
を外界の危険・影響から守り、身体とその脆弱な生命体を、外界を支配する秩序や権力か
ら守る働きをしてきた。 「ホーム」と「コーラ」を結び付ける過程で、公・私の間の境界
線は男女間の二項対立軸と一致しており、「公的」領域を男性的な空間として、そして「私的」
領域を女性的な空間として捉えられてきた。つまり、これまでの伝統的な考え方では、「ホー
ム」を身体、家庭、自然として扱ってきた。多くのフェミニストたちはこの二項対立的な
考え方を一方的に批判しただけだった。
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　この訳文の中で、「家についてのフェミニスト現象学は、記述可能な経験の領野を拡大し、
これまで無視されてきた経験を注意深い記述にもたらす」と、そして、「位置づけられた
身体」を持つことについて考察する良い方法になると、シェル氏は考えている。「ホーム」
を再考すると、自己をある空間に位置づけることだとも捉えられ、さらに、生活世界その
ものを考え直すきっかけになるだろう。「ホーム」を多様的に考えるフェミニスト現象学
とはどのようなものなのだろうか。シェル氏が展開するフェミニスト現象学は、主にメル
ロ = ポンティの現象学とフェミニスト思想の方法を応用し、既存の現象学が記述してこな
かった経験のうち、とりわけ身体（女性）の経験についての分析である。ただし、今回の
講演では「家に住まうこと」の経験を扱い、現象学的に分析を行った。それは、家の中で
の具体的な行動を分析の対象にすると同時に、人間のアイデンティティの問題へと拡張し
て考えることができる。また、社会・文化的規範と生活する身体との関係についても考察
している。「ホーム」を現象学的に語ると、公私の二項対立的な枠を超え、公私の境界も徐々
に崩壊していく。
　改めて、シェル准教授の経歴を紹介しておこう。学部時代をストックホルム大学で過ご
し、文学を学んだ。その後、ベルギーに渡り、ルーヴァン大学で哲学を学んだ。2004 年、
米国クラーク大学で女性学の博士号を取得し、2007 年、デンマークのコペンハーゲン大
学大学院主観性研究センターにて哲学の博士号を取得した。その後、スウェーデンに戻り、
ウプサラ大学ジェンダー研究センターの研究員を経て、現在に至る。主な近著として次の
ようなものがある。
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